
酪農とのかけはし酪農とのかけはし／／
公益財団法人公益財団法人

中国四国酪農大学校中国四国酪農大学校
第76年度（令和７年度） 

事業計画 案

酪農部だより／
酪農乳業需給変動対策特別事業

令和７年度よりスタートします

総務部だより／
オンラインカジノによる賭博は

犯罪です!

日本酪農見て歩紀／日本酪農見て歩紀／
斎藤牧場斎藤牧場（福島県喜多方市）（福島県喜多方市）

酪農トピックス／酪農トピックス／
多くの酪農家に支えられ、北海道も50回！多くの酪農家に支えられ、北海道も50回！

～第50回北海道酪農経営発表大会開催～第50回北海道酪農経営発表大会開催～～
（札幌）ほか（札幌）ほか

全酪新報ダイジェスト版

作品募集のお知らせ

第52回 全国酪農青年女性
酪農発表大会開催のお知らせ

全酪連 定期刊行物のご案内
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公益財団法人公益財団法人
中国四国酪農大学校の中国四国酪農大学校の
「生産・支援・消費」の「生産・支援・消費」の
視点に立った視点に立った
担い手育成の取組担い手育成の取組

　第55回　公益財団法人

　　　　　 中国四国酪農大学校

かけはしかけはしかけはしかけはしかけはし
平
成
30
年
３
月
に
中
国
四
国
酪
農
大
学

校
の
ご
紹
介
を
致
し
ま
し
た
が
今
回
は
多

様
化
す
る
酪
農
教
育
現
場
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

学
校
の
概
要

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
は
岡
山
県
北
西

部
の
蒜
山
高
原
に

あ
る
全
国
唯
一
の

酪
農
専
門
の
専
修

学
校
で
あ
り
、
男

女
共
に
全
寮
制
で

す
。
蒜
山
高
原
は

蒜
山
三
座
（
上
蒜

山
、
中
蒜
山
、
下

蒜
山
）
の
裾
野

に
広
が
る
標
高

５
０
０
〜
６
０
０

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

大
学
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
酪
農
の
将

来
を
担
う
人
材
を
育
て
、
酪
農
の
発
展
に

資
す
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
は
開
学
当

初
か
ら
将
来
も

変
わ
ら
な
い
よ

う
で
す
。
し
か

し
、
学
校
を
取

り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

①
学
生
の
多
様

化
：
酪
農
後
継

者
の
比
率
が
下

が
り
非
農
家
出

m
の
高
原
で
、
蒜
山
三
座
を
の
ぞ
む
牧
草

地
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
が
草
を
食
み
高
原
の

登
山
道
沿
い
に
は
カ
タ
ク
リ
や
イ
ワ
ガ
ミ
な

ど
の
た
く
さ
ん
の
野
の
花
が
咲
き
、
牧
歌
的

な
景
観
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
春
に
な

る
と
豊
か
な
草
原
を
守
る
た
め
の
伝
統
行

事
「
山
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
山
の
斜

面
に
火
を
つ
け
て
、
燃
え
た
草
木
で
豊
か
な

土
壌
を
つ
く
り
、
ま
た
新
た
に
草
木
を
芽

吹
か
せ
る
、
蒜
山
に
長
年
続
く
草
原
を
維

持
す
る
た
め
の
伝
統
行
事
で
す
。
大
学
校

は
昭
和
36
年
に
岡
山
県
立
酪
農
大
学
校
と

し
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
40
年
に
中
国
四
国

9
県
と
兵
庫
県
を
合
わ
せ
た
10
県
で
構
成

す
る
財
団
法
人
中
国
四
国
酪
農
大
学
校
に

改
組
し
ま
し
た
。
平
成
22
年
に
専
修
学
校

の
認
可
を
受
け
、
平
成
25
年
か
ら
は
公
益

法
人
に
移
行
し
ま
し
た
。

身
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
比
率
増

加
、
そ
し
て
職
業
選
択
と
し
て
酪
農
を
目

指
す
動
機
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
②
酪

農
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
：
生
産
費
の

増
加
と
生
産
物
価
格
の
低
迷
に
よ
り
経
営

は
悪
化
し
農
家
戸
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
酪
農
経
営
に
は
「
資
源
循
環
」「
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」「
労
働
環
境
の
改
善
」

等
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

③
消
費
動
向
の
変
化
：
物
価
高
騰
や
人
口

減
少
に
よ
り
消
費
は
減
退
傾
向
で
す
。

中
国
四
国
酪
農
大
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
が
中

国
四
国
酪
農
大
学
校
に
求
め
ら
れ
て
お

り
、
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
生
産
工
程

を
持
つ
教
育
機
関
と
し
て
の
機
能
を
発
揮

し
な
が
ら
、
酪
農
の
持
続
的
な
発
展
の

▲ 関哲生教務課長
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た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

① 
「
生
産
」の
担
い
手
育
成
と
し
て
従
来
か

ら
の
専
門
的
な
知
識
と
技
術
の
教
育
に

加
え
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
ス
マ
ー

ト
農
業
化
や
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基
づ

く
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
取
り
組
み
、

今
後
は
環
境
、
牛
、
人
に
や
さ
し
い
持

続
可
能
な
酪
農
が
実
践
で
き
る
よ
う
放

牧
酪
農
や
メ
タ
ン
発
酵
処
理
施
設
の
設

備
を
計
画
中
で
す
。

② 

「
支
援
」の
担
い
手
育
成
と
し
て
生
産
現

場
が
求
め
る
人
材
育
成
の
た
め
の
学
生

教
育
に
加
え
て
酪
農
に
関
す
る
組
織
や

会
社
に
従
事
す
る
社
会
人
等
を
対
象
と

し
て
酪
農
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
科
（
社
会

人
研
修
）
を
設
置
し
、
座
学
と
実
習
を

平
行
し
て
行
う
こ
と
で
受
講
生
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

③ 

「
消
費
」の
担
い
手
育
成
と
し
て
小
学
校・

中
学
校
を
主
な
対
象
と
し
て
搾
乳
体
験

な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
低
年
齢
層
に
理
解
を
進
め
る
こ
と

は
将
来
の
理
解
あ
る
消
費
者
を
育
て
る

の
み
な
ら
ず
「
生
産
の
担
い
手
」
の
発

掘
も
期
待
で
き
ま
す
。
そ
し
て
地
域
と

共
存
し
た
学
校
運
営
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

大
学
校
の
卒
業
生
は
、
酪
農
後
継
者
と

し
て
自
営
す
る
ほ
か
、
全
国
各
地
の
大
規

模
農
場
等
へ
雇
用
就
農
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
実
践
教
育
で
培
わ
れ
た
確
か
な
技

術
と
知
識
を
持
つ
専
門
技
術
者
と
し
て
高

い
評
価
を
得
て
お
り
、
全
国
の
酪
農
関
係

者
か
ら
多
く
の
求
人
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
非
農
家
出
身
者
を
中
心

に
雇
用
就
農
が
増
加
し
て
お
り
、
酪
農
場

の
ほ
か
に
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
や
農
協
職
員
、

試
験
場
等
の
付
属
農
場
職
員
と
し
て
活
躍

す
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。（
※
令
和
５
年

度
ま
で
の
卒
業
生 

１
，
４
８
４
１
人
）
昨

今
で
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
優
先
し
た
い
若

者
が
増
加
し
て
お
り
、
雇
用
側
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
業
務
体
制
の
明
確
化
、
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に

応
じ
た
報
酬
等
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
地
元
自
治

体
、
関
係
団
体
、
全
酪
ア
カ
デ
ミ
ー
等
と

連
携
し
な
が
ら
、
新
規
就
農
に
意
欲
的
な

卒
業
生
を
支
援
す
る
コ
ー
ス
の
設
置
を
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
酪
農
情
勢
よ

り
新
規
就
農
へ
の
道
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
酪
農
生
産
現
場
の
即
戦
力

を
養
成
す
る
全
国
唯
一
の
酪
農
専
門
大
学

校
と
し
て
、
酪
農
の
魅
力
を
発
信
し
続
け

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
校
に
は
、
毎
年
新
人
研
修
の

一
環
と
し
て
本
会
の
新
入
職
員
を
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ
と
、
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

1日の学習スケジュール

公益財団法人
中国四国酪農大学校（学生）

搾乳実習

朝食

午前定例実習

講義

昼食

講義

午後定例実習

夕食

搾乳実習

5:30▶︎

7:30▶︎

8:00▶︎
8:20▶︎

9:30▶︎
10:00▶︎

12:10▶︎

13:00▶︎

14:00▶︎
14:20▶︎

16:30▶︎

17:30▶︎

19:30▶︎

の
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令
和
７
年
度
は
、「
第
十
三
次
中
期
事

業
計
画
」
の
２
年
度
目
に
あ
た
る
。「
全

酪
連
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
主
眼
で
あ
る
持

続
的
な
酪
農
生
産
基
盤
の
構
築
を
目
指
し

て
、
酪
農
が
直
面
す
る
課
題
に
柔
軟
に
対

応
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
物
流
問
題
に
関

す
る
社
会
的
要
請
に
応
え
、
さ
ら
に
本
会

の
収
支
安
定
化
を
図
る
た
め
、
実
効
あ
る

行
動
を
着
実
に
積
み
重
ね
、
成
果
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
を
事
業
推
進
の
基
本
に
据
え

て
、
①
酪
農
経
営
環
境
の
安
定
化
、
②
酪

農
経
営
の
持
続
力
向
上
、
③
酪
農
生
産
物

② 

搾
乳
用
素
牛
の
産
地
資
源
状
況
を
発
信

し
、
Ｃセ

ｅ-

テ

ィ

ー

ム

Ｔ
ｉ
ｉ
Ｍ
サ
ー
ビ
ス
（
牛

個
体
識
別
情
報
管
理
サ
ー
ビ
ス
）
を
活

用
し
た
庭
先
購
買
の
他
、
展
示
購
買
等

も
行
い
、
会
員
の
乳
用
牛
導
入
事
業
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

③ 

搾
乳
用
後
継
牛
確
保
を
図
る
た
め
に
、
全

国
連
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
補

助
事
業
を
活
用
し
た
広
域
的
預
託
事
業

を
実
施
し
、
併
せ
て
国
内
粗
飼
料
の
有
効

活
用
に
繋
げ
る
。
ま
た
、
受
入
態
勢
を
拡

充
し
た
若
齢
預
託
矢
吹
牧
場
と
若
齢
預

託
熊
本
牧
場
を
充
分
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
酪
農
家
の
労
働
力
の
軽

減
と
自
家
産
後
継
牛
の
確
保
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
販
売
預
託
事
業
の
円
滑
な

運
営
に
も
資
す
る
よ
う
整
備
す
る
。

⑵�　

需
給
環
境
に
対
応
し
た
生
乳
販
売
体

制
の
構
築

① 

国
内
の
飲
用
需
要
に
応
え
る
べ
く
取
引

先
乳
業
者
に
対
し
て
指
定
生
乳
生
産
者

団
体
と
連
携
し
て
適
切
に
生
乳
を
供
給

す
る
と
と
も
に
、
北
福
岡
工
場
及
び
関

連
乳
製
品
工
場
に
お
け
る
乳
製
品
製
造
・

販
売
を
通
じ
た
需
給
調
整
を
実
施
す
る
。

② 

都
府
県
の
需
給
調
整
を
担
う
乳
製
品
工

場
の
更
新
に
対
し
て
、
稼
働
開
始
時
期

を
定
め
、
設
備
投
資
工
程
を
明
確
化
し

た
上
で
実
施
に
向
け
て
推
し
進
め
る
。

⑶�　

Ｄ
Ｍ
Ｓ
（
酪
農
家
経
営
管
理
支
援
）

シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
支
援
強
化

① 

Ｄ
Ｍ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
利
用
者
に
対
し
て
、

個
別
経
営
診
断
や
蓄
積
デ
ー
タ
を
集

計
・
分
析
し
、
検
証
結
果
と
課
題
解
決

の
た
め
の
助
言
・
提
案
を
行
う
。

② 

支
所
及
び
会
員
職
員
と
の
連
携
を
強
化

し
、
ユ
ー
ザ
ー
の
経
営
デ
ー
タ
を
継
続
的

に
取
得
す
る
こ
と
で
、
当
該
地
域
に
お
け

る
酪
農
経
営
の
実
態
を
把
握
し
、
生
乳

生
産
予
測
や
経
営
安
定
に
寄
与
す
る
。

③ 

Ｄ
Ｍ
Ｓ
事
業
に
よ
る
経
営
改
善
の
取
組
み

の
中
で
、
省
力
化
・
効
率
改
善
を
図
る
こ

と
で
経
営
改
善
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
モ

デ
ル
改
善
事
例
と
し
て
発
信
す
る
。

④ 

運
用
を
開
始
し
た
「
ゼ
ン
ラ
ク
酪
農
簿

記
（
Ｚジ

ー‒

Ｒ
ラ

ボ

Ａ
Ｂ
Ｏ
）」
や
補
助
シ
ス

テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
記
帳
作
業

の
更
な
る
効
率
化
・
省
力
化
を
図
り
、

酪
農
会
計
初
心
者
で
も
容
易
に
会
計
管

理
を
行
え
る
手
法
を
確
立
す
る
。

⑤ 

「
ゼ
ン
ラ
ク
酪
農
簿
記（
Ｚジ
ー‒

Ｒラ

ボ

Ａ
Ｂ
Ｏ
）」

専
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
継

続
的
な
安
定
運
用
を
目
指
す
。

⑥ 

法
務
や
税
務
に
関
す
る
案
件
に
つ
い
て

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
酪
農
・
畜
産
を

専
門
と
す
る
税
理
士
、
司
法
書
士
、
中

小
企
業
診
断
士
等
と
の
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
継
続
的
に
構
築
し
て
い
く
。

本
会
は
、
第
十
三
次
中
期
事
業
計
画
（
令
和
6
～
8
年
度
）
に
基
づ
き
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
２
年
度
目
と
な
る
令
和
７
年
度
事
業
計
画
は
、
３
月
４
日
開
催
の
理

事
会
で
承
認
さ
れ
、
最
終
的
に
は
７
月
24
日
に
予
定
し
て
い
る
通
常
総
会
に
諮
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
に
、
第
76
年
度
（
令
和
７
年
度
）
事
業
計
画
（
案
）
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
報

告
い
た
し
ま
す
。 事

業
計
画

第76年度
（令和７年度）

の
販
売
強
化
、
④
組
織
運
営
の
効
率
化
と

財
務
体
質
の
充
実
、
⑤
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強

化
、
の
事
項
ご
と
に
施
策
を
展
開
す
る
。

重
点
実
施
施
策

Ⅱ⒈ 

酪
農
経
営
環
境
の
安
定
化 

１　

搾
乳
用
後
継
牛
の
確
保

① 

各
種
研
修
会
を
通
じ
、
搾
乳
用
後
継
牛
の

確
保
を
目
指
し
た
経
営
展
開
に
関
す
る
資

料
（「
儲
け
る
た
め
に
ホ
ル
を
つ
け
よ
う
」

等
）
を
用
い
、
計
画
的
な
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

授
精
、
性
選
別
精
液
の
活
用
を
啓
発
す

る
。
ま
た
、
育
成
費
用
等
の
資
金
繰
り

な
ど
に
関
し
て
提
案
す
る
。

案

基
本
方
針

Ⅰ
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⑷　

後
継
者
の
確
保
・
育
成

① 
酪
農
就
農
を
志
す
人
材
を
酪
農
ヘ
ル

パ
ー
全
国
協
会
、
畜
産
系
大
学
な
ど
新

た
な
連
携
に
よ
り
発
掘
し
、
酪
農
関
連

全
国
組
織
と
し
て
の
知
識
・
技
術
の
提

供
を
行
う
こ
と
で
「
将
来
の
酪
農
の
担
い

手
」
を
育
成
し
て
酪
農
就
農
に
繋
げ
る
。

② 

「
全
酪
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
賛
助
会
員
並

び
に
特
別
会
員
の
輪
を
広
げ
、
本
事
業

を
国
内
の
酪
農
業
界
全
体
で
取
り
組
む

事
業
と
す
る
べ
く
業
界
紙
な
ど
メ
デ
ィ

ア
を
用
い
て
周
知
活
動
に
努
め
る
。

③ 

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
全
国
協
会
と
連
携
し
、

新
規
就
農
希
望
者
の
研
修
の
場
と
し
て

も
位
置
付
け
ら
れ
る
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
養

成
研
修
な
ど
の
事
業
に
支
援
を
行
い
、

生
産
者
の
経
営
継
続
に
寄
与
す
る
。

④ 

全
国
酪
農
青
年
女
性
会
議
が
行
う
後
継

者
相
互
の
情
報
交
換・研
修
等
の
活
動
に

対
し
て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、理
解
醸

成
活
動
や
酪
農
現
場
に
お
け
る
青
年
・女

性
の
活
躍
を
広
く
発
信
す
る
。ま
た
、各

地
域
に
お
け
る
酪
農
青
年
女
性
会
議
の

構
成
員
減
少
等
に
対
応
し
、酪
農
発
表
大

会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
も
協
議
・検
討

を
進
め
る
。さ
ら
に
、同
会
議
と
畜
産
系

学
生
や
新
規
就
農
希
望
者
と
の
交
流
や

研
修
会
な
ど
の
場
を
作
る
こ
と
で
、酪
農

就
農
へ
の
意
欲
高
揚
に
つ
な
げ
る
。

⑸　

組
織
強
化
の
取
り
組
み

① 

会
員
の
要
望
に
則
し
た
本
会
職
員
や
組

織
整
備
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
助

言
、
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
現
状
に
則
し
た
会
員
組
合
の
組
織

整
備
を
支
援
す
る
。

② 

会
員
理
事
、
監
事
、
職
員
を
対
象
と
し

た
実
践
的
研
修
会
を
開
催
し
、
酪
農
専

門
農
協
と
し
て
の
組
織
機
能
強
化
や
会

員
農
協
組
織
の
経
営
安
定
・
強
化
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
。

③ 

酪
農
関
連
全
国
組
織
に
求
め
ら
れ
る
目

的
を
効
率
的
に
果
た
す
た
め
、
組
織
機

能
の
整
理
・
統
合
に
つ
い
て
全
国
酪
農

協
会
と
立
ち
上
げ
た
事
業
協
力
・
組
織

効
率
化
協
議
会
に
よ
り
検
討
す
る
。

⑹　

政
策
の
提
言

持
続
可
能
な
酪
農
生
産
基
盤
の
構
築
に

つ
な
が
る
政
策
（
各
種
補
助
事
業
、
制
度

な
ど
）
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
の
定
期
的

な
協
議
や
、
酪
政
連
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
提
言
を
行
う
。

⒉ 

酪
農
経
営
の
持
続
力
向
上

⑴　

哺
育
飼
料
の
供
給
体
制
の
更
な
る
強
化

① 

哺
育
飼
料
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
国

内
外
の
大
学
等
の
外
部
研
究
機
関
と
共

同
研
究
を
継
続
実
施
し
、
生
産
現
場
で

の
子
牛
の
事
故
率
低
減
や
将
来
の
泌
乳

能
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
技
術
の
開

発
・
普
及
に
取
り
組
む
。

② 

研
究
開
発
、
製
品
改
良
、
製
造
、
品
質

管
理
か
ら
供
給
ま
で
各
関
連
部
署
が
一

体
と
な
っ
て
供
給
数
量
の
拡
大
を
図

る
。
製
造
と
品
質
管
理
に
つ
い
て
は
、

日
本
ミ
ル
ク
リ
プ
レ
イ
サ
ー
と
継
続
的

に
連
携
す
る
。

③ 

供
給
数
量
の
拡
大
に
向
け
て
、
供
給
販
路

の
開
拓
な
ら
び
に
新
た
な
機
能
性
を
付
加

し
た
製
品
の
検
討
を
進
め
具
体
化
す
る
。

④ 

購
買
事
業
に
関
わ
る
職
員
の
哺
育
に
関

す
る
知
識
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
、
階

層
別
に
定
期
的
な
研
修
会
を
継
続
開
催

す
る
。
ま
た
、
職
員
の
哺
育
飼
料
へ
の

意
識
強
化
の
た
め
、
十
分
な
知
識
を
習

得
し
た
職
員
へ
の
内
部
認
証
制
度
の
運

用
を
継
続
す
る
。

⑵�　

生
産
性
の
持
続
的
な
向
上
に
貢
献
す

る
高
品
質
な
生
産
資
材
の
供
給

① 

会
員
と
連
携
し
た
指
導
購
買
の
一
層
の
拡

充
を
図
り
、
変
化
の
激
し
い
酪
農
情
勢

下
に
お
け
る
会
員
及
び
酪
農
家
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
提
案
を
す
る
こ
と
で
、
直
営

製
品
供
給
数
量
の
維
持
・
拡
大
を
図
る
。

② 

飼
料
添
加
物
な
ど
の
生
産
資
材
に
つ
い

て
、
各
関
連
部
署
及
び
各
仕
入
先
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
、
会
員
及
び
酪
農
家

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
製
品
や
生
乳
生
産
の

向
上
、
生
産
現
場
の
省
力
化
に
資
す
る

製
品
の
提
案
に
よ
り
、
供
給
数
量
の
拡
大

を
図
る
。
ま
た
、
環
境
負
荷
に
配
慮
し
た

技
術
情
報
や
生
産
現
場
が
直
面
す
る
課

題
に
関
す
る
情
報
の
収
集
を
強
化
し
、
将

来
の
製
品
供
給
の
可
能
性
を
探
る
。

　

 　

自
給
飼
料
関
連
に
つ
い
て
は
国
や
行

政
の
施
策
や
補
助
事
業
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
生
産
現
場
に
お
け
る
種

子
、
肥
料
、
そ
の
他
生
産
資
材
の
提
案

機
会
を
増
や
す
。

③ 

粗
飼
料
事
業
に
つ
い
て
、
ゼ
ン
・
ト
レ
ー

デ
ィ
ン
グ
と
一
体
と
な
り
、
海
外
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
や
海
運
会
社
と
の
連
携
を
強
化

し
、
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
と
安
定
供
給

に
努
め
る
。
ま
た
、
変
化
が
激
し
く
不

安
定
な
産
地
情
勢
に
お
い
て
も
、
会
員

及
び
酪
農
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
よ
り
一
層
強
化
し
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

粗
飼
料
を
供
給
す
る
。
国
内
の
需
給
動

向
を
的
確
に
捉
え
た
う
え
で
在
庫
管
理

を
徹
底
し
、
コ
ス
ト
削
減
に
努
め
る
。

④ 

世
界
各
国
の
産
地
情
報
を
的
確
に
と
ら

え
な
が
ら
飼
料
原
料
の
安
定
確
保
と
在

庫
管
理
に
努
め
る
。
全
酪
連
グ
ル
ー
プ

飼
料
工
場
と
の
連
携
の
下
、
適
切
な
設

備
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
各
工
場
で

設
定
し
た
Ｇ
Ｍ
Ｐ
に
基
づ
き
、
安
全
・

安
心
で
高
品
質
な
製
品
の
安
定
供
給
に
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努
め
る
。
直
営
製
品
及
び
受
託
製
品
の

製
造
数
量
の
増
加
に
よ
る
工
場
稼
働
率

の
向
上
な
ら
び
に
コ
ス
ト
の
低
減
を
図

る
と
と
も
に
、
飼
料
工
場
の
将
来
的
な

運
営
体
制
に
つ
い
て
、
他
社
等
と
の
連

携
も
含
め
検
討
を
行
う
。

⑶�　

生
産
性
向
上
に
向
け
た
人
員
体
制
の
構
築

① 

多
様
化
し
て
い
る
生
産
現
場
の
要
望
に

も
対
応
す
る
べ
く
、
階
層
別
・
分
野
別

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
関
係
各
所
と

の
連
携
の
上
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
に
よ
る
合
理

的
な
方
法
を
用
い
て
実
施
す
る
こ
と

で
、
受
講
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
幅
広
い
情
報
提
供
に
努
め
る
。

② 

購
買
事
業
と
畜
産
事
業
が
一
体
と
な
り
、

多
様
な
視
点
か
ら
会
員
・
生
産
者
の
生

産
性
、
効
率
性
を
高
め
る
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
、
生
産
者
の
意
欲
を
支
え
る
こ
と
が

で
き
る
人
材
の
育
成
を
継
続
す
る
。

⑷�　

酪
農
経
営
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
向
上

① 

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
お
よ
び
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

に
関
す
る
技
術
普
及
に
対
応
す
る
た
め

に
、
関
係
機
関
や
各
支
所
と
と
も
に
定

期
的
な
情
報
共
有
を
行
い
、
生
産
現
場

へ
還
元
で
き
る
体
制
を
強
化
す
る
。

② 

先
進
技
術
（
Ｉ
Ｔ
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
）

を
用
い
た
製
品
の
開
発
協
力
や
生
産
現

場
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
支
援
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
。

⑸�　
持
続
的
な
酪
農
経
営
に
寄
与
す
る
研
究
開
発

① 

研
究
開
発
部
門
と
国
内
外
の
大
学
等
の

研
究
機
関
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を
継

続
し
、
新
た
な
技
術
や
情
報
を
製
品
開

発
に
繋
げ
る
。

② 

「
全
酪
連
酪
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、

各
研
修
会
に
よ
り
最
新
の
生
産
技
術
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
生
産
性
向

上
に
向
け
た
製
品
の
開
発
・
供
給
と
、

飼
養
管
理
技
術
の
普
及
を
図
る
。

③ 

飼
料
分
析
の
活
用
促
進
で
は
、
分
析
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
集
積
を
継
続
し
、

生
産
現
場
で
は
分
析
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
飼
養
管
理
技
術
の
普
及
を
図
る
。

⑹�　

シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
株
式
会
社
が
運

営
す
る
福
島
復
興
牧
場
と
の
連
携

① 

シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
㈱
が
運
営
す
る
福

島
復
興
牧
場
開
設
に
向
け
、
シ
ャ
イ
ン

コ
ー
ス
ト
㈱
及
び
関
係
機
関
と
連
携

し
、
開
設
準
備
を
進
め
る
。

② 

耕
畜
連
携
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
循

環
型
農
業
の
実
現
に
向
け
て
、復
興
牧
場

周
辺
地
域
に
お
い
て
、行
政
機
関
、国
の
研

究
機
関
、民
間
企
業
、農
業
法
人
等
と
連

携
し
試
験
・研
究
を
実
施
す
る
。

⒊ 

酪
農
生
産
物
の
販
売
強
化 

⑴　

全
酪
ブ
ラ
ン
ド
乳
製
品
の
販
売
推
進

〝
全
酪
ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
〞
に
つ
い
て
、

製
造
工
程
や
仕
様
見
直
し
に
よ
る
品
質
改

善
と
風
味
改
良
を
行
い
、
そ
の
他
〝
全
酪

ブ
ラ
ン
ド
〞
乳
製
品
も
市
場
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
改
良
を
図
る
こ
と
で
、
国
産
乳
製

品
の
販
路
拡
大
と
国
内
の
酪
農
家
と
消
費

生
活
者
の
つ
な
が
り
も
深
め
広
げ
る
。

⑵�　

会
員
乳
業
者
等
と
の
連
携
強
化
に
よ

る
販
路
拡
大

自
工
場
製
品
及
び
会
員
乳
業
者
等
か
ら

の
外
部
仕
入
品
の
取
扱
に
よ
る
安
定
供
給

体
制
の
構
築
と
、
販
売
推
進
に
お
い
て
は

会
員
乳
業
者
や
全
酪
フ
ー
ズ
等
関
係
会
社

と
の
連
携
を
一
層
深
め
る
こ
と
で
、
販
路

と
事
業
の
拡
大
を
図
る
。

⑶　

乳
製
品
製
造
販
売
体
制
の
強
化

① FSSC22000

に
基
づ
く
食
品
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
更
新
及
び

運
用
を
通
じ
、
製
造
に
か
か
わ
る
人

員
の
食
品
安
全
文
化
に
対
す
る
意
識

の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
、
現
行
の

製
造
体
制
強
化
と
、
お
客
様
へ
安
全

安
心
な
食
品
を
提
供
す
る
。

② 

現
行
設
備
老
朽
化
の
課
題
と
工
場
更
新

の
検
討
内
容
を
精
査
し
た
う
え
で
、
必

要
な
補
改
修
な
ら
び
に
設
備
投
資
な
ど

に
よ
り
、
設
備
の
維
持
管
理
と
、
効
率

化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
を
図
る
。

③ 

北
福
岡
工
場
な
ら
び
に
各
委
託
製
造
先

と
の
充
分
な
連
携
に
よ
り
、
計
画
的
な

生
産
体
制
の
構
築
と
安
定
的
な
仕
入
販

売
に
よ
る
数
量
・
売
上
及
び
利
益
の
確

保
を
図
る
。

⑷　

生
体
牛
及
び
食
肉
の
取
扱
い
の
強
化

① 

酪
農
家
で
生
産
さ
れ
る
初
生
子
牛
や
肥

育
素
牛
に
つ
い
て
は
、
会
員
と
連
携
を

強
化
し
、
よ
り
効
率
的
な
集
畜
体
制
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
肥
育
農
家
へ
の

安
定
供
給
を
図
る
。
ま
た
、
酪
農
家
が

国
産
牛
肉
の
生
産
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
消
費
者
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
を
持
っ
て
有
利
販
売
を
図
り
、

食
肉
事
業
の
拡
大
に
努
め
る
。

② 

畜
産
事
業
に
関
す
る
本
会
職
員
の
知
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
選
畜
技
術
や
肥

育
技
術
、
食
肉
業
界
の
知
識
を
有
し
た

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
、
生
体
牛

の
取
扱
頭
数
の
拡
大
に
繋
げ
る
。

③ 

物
流
問
題
が
課
題
と
な
る
中
、
会
員
及

び
関
係
機
関
か
ら
情
報
収
集
し
、
効
率

的
な
集
配
送
体
制
の
構
築
に
取
組
む
。

⒋ 

組
織
運
営
の
効
率
化
と
財
務
体
質
の
充
実

⑴　

共
通
管
理
部
門
の
最
適
化

① 

業
務
全
般
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
内

部
統
制
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
効
率
的

な
業
務
環
境
を
構
築
す
る
。

② 

業
務
集
約
を
進
め
る
と
と
も
に
、
将
来

的
な
組
織
体
制
の
構
想
を
明
確
に
す
る
。

事業計画第76年度（令和７年度） 案
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⑵　

本
会
職
員
の
確
保
・
育
成

① 
新
卒
採
用
の
確
保
に
向
け
た
多
様
な
働

き
か
け
、
中
途
採
用
の
通
年
実
施
を
通

じ
て
本
会
の
職
務
を
担
う
人
材
を
継
続

的
に
確
保
す
る
。

② 

多
様
な
働
き
方
や
個
性
と
能
力
を
生
か

し
職
員
の
意
欲
を
更
に
高
め
る
労
働
環

境
を
整
備
す
る
。

③ 

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し

て
、
体
系
的
な
教
育
研
修
の
更
な
る

充
実
と
自
己
啓
発
環
境
の
整
備
を
進

め
る
。

⑶　

財
務
基
盤
の
充
実

① 

全
酪
連
グ
ル
ー
プ
内
の
資
金
及
び
保
有

資
産
の
効
率
的
活
用
を
推
し
進
め
る
ほ

か
、
製
造
物
の
生
産
コ
ス
ト
や
在
庫
数

量
の
変
動
が
及
ぼ
す
資
金
動
向
を
注
視

し
、
資
金
需
要
に
対
し
て
適
切
な
調
達

を
図
る
と
と
も
に
そ
の
管
理
に
つ
い
て

徹
底
す
る
。

② 

酪
農
環
境
の
変
化
に
対
処
し
て
い
く
上

で
、今
後
、必
要
と
な
る
設
備
投
資
等
の

事
業
活
動
に
備
え
る
た
め
、安
定
し
た

収
支
の
確
保
と
財
務
基
盤
の
充
実
に
努

め
る
。

⑷　

基
幹
シ
ス
テ
ム
安
定
稼
働

メ
ー
カ
ー
保
守
が
終
了
す
る
デ
ー
タ

ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
シ
ス
テ
ム
（
経
営
情
報
分

析
に
係
わ
る
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
、
利

便
性
向
上
と
コ
ス
ト
軽
減
を
目
的
と
し
て

再
構
築
を
行
う
。
ま
た
、
購
買
・
販
売
シ

ス
テ
ム
の
更
新
作
業
を
開
始
す
る
。

⒌ 

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

⑴　

内
部
統
制
機
能
の
強
化

業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
合
わ
せ
た
業
務

フ
ロ
ー
の
変
更
と
共
に
職
員
へ
の
普
及
を

徹
底
し
、
内
部
統
制
機
能
の
強
化
と
業
務

効
率
化
の
向
上
を
図
る
。

⑵　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の
推
進

① 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
年
間
推
進
計
画

に
則
し
、
研
修
・
勉
強
会
等
を
通
じ

て
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す

る
意
識
の
醸
成
を
促
す
と
と
も
に
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
リ
ス
ク
・

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

② 

事
業
関
連
法
規
の
制
定
・
改
正
情
報
を

収
集
し
、
遅
滞
な
く
関
係
部
署
に
提

供
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
対
応
が

行
わ
れ
る
よ
う
関
係
部
署
へ
の
助
言

等
を
行
う
。

⑶�　

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
実
効

性
向
上

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
事
業

継
続
計
画
」
及
び
「
地
震
等
防
災
対
策
と

事
業
継
続
計
画
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
最

新
の
知
見
を
基
に
検
証
し
、
必
要
に
応
じ

て
内
容
を
改
正
す
る
。

⑷　

品
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
継
続
的
改
善

① 

法
令
の
改
訂
に
併
せ
て
品
質
関
連
規
定

の
内
容
を
検
証
・
整
備
し
、
工
場
が
定

め
た
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運
用
状
況

に
つ
い
て
、
作
業
確
認
を
中
心
に
監
査

項
目
に
組
み
込
ん
で
監
査
を
行
う
。

　

 　

ま
た
、
品
質
監
査
の
指
摘
事
項
に
対

す
る
有
効
か
つ
継
続
性
の
あ
る
是
正
処

置
及
び
類
似
事
項
の
再
発
防
止
策
の
指

導
、
助
言
を
行
う
。

② 

乳
製
品
工
場
に
お
い
て
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
衛
生
管
理
に
つ

い
て
、
配
合
飼
料
工
場
に
お
い
て
は
、

Ｇ
Ｍ
Ｐ
適
合
認
証
取
得
後
の
運
用
に
つ

い
て
、
関
係
部
署
を
支
援
す
る
。

③ 

ク
レ
ー
ム
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
を

有
効
に
活
用
し
、
是
正
措
置
の
構
築

や
、
継
続
的
な
再
発
防
止
策
の
実
施
を

支
援
す
る
。

⑸　

内
部
監
査
機
能
の
強
化

① 

専
門
的
知
識
に
基
づ
い
た
厳
格
な
自
主

検
査
・
内
部
監
査
を
実
施
す
る
た
め
、

引
き
続
き
農
業
協
同
組
合
内
部
監
査
士

の
資
格
取
得
を
推
進
す
る
。

　

 　

ま
た
、
内
部
監
査
往
査
時
等
に
お
い

て
、
内
部
統
制
に
関
す
る
勉
強
会
を
開

催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
酪
連
全
体
と

し
て
管
理
意
識
の
向
上
を
図
る
。

② 

内
部
監
査
業
務
に
お
い
て
は
、
内
部
統

制
の
有
効
性
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
リ

ス
ク
評
価
の
実
施
や
業
務
効
率
化
の
視

点
か
ら
の
助
言
（
改
善
提
案
）
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
内
部
監
査
機
能
の

さ
ら
な
る
強
化
に
努
め
る
。

（注） �科目ごとの金額について、百万円単位未満を
四捨五入した数値を表記しているため、加減
算値が合致しない場合がある。

（注） �令和 6 年度見込には、棚卸評価替等の決算処理
は含んでいない。

（単位：百万円）

部門 / 年度 令和６年度 
実績見込

令和７年度 
計画

酪農事業 7,186 7,309

購買事業 90,627 89,451

合　計 97,813 96,760

（単位：百万円）

年　　度 令和６年度 
実績見込

令和７年度 
計画

経常利益 1,281 378

①　年度別売上高

②　年度別経常利益
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
が
猛
威
を
振

る
っ
た
令
和
2
年
か
ら
の
数
年
間
、

我
が
国
の
牛
乳
乳
製
品
の
需
給
バ
ラ

ン
ス
が
大
き
く
崩
れ
ま
し
た
。
全
国

の
学
校
の
休
校
や
、
緊
急
事
態
宣
言

発
令
に
よ
る
移
動
制
限
に
よ
り
牛
乳

の
消
費
が
減
退
し
た
こ
と
か
ら
、
生

乳
の
廃
棄
を
回
避
す
べ
く
、
全
国
各

地
の
乳
製
品
工
場
は
フ
ル
稼
働
で
乳

製
品
製
造
を
続
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
4
年
5
月

の
脱
脂
粉
乳
在
庫
は
、
過
去
最
高
の

10
万
ｔ
を
上
回
る
水
準
ま
で
膨
ら
み

ま
し
た
。

こ
の
た
め
、「
学
校
給
食
用
牛
乳
の

供
給
停
止
に
伴
う
需
給
緩
和
対
策
事

業
（
飼
料
転
用
対
策
事
業
）」
を
は
じ

め
と
す
る
乳
製
品
在
庫
削
減
対
策
が

措
置
さ
れ
、
令
和
4
年
度
か
ら
は
、

生
産
者
と
乳
業
者
か
ら
の
拠
出
に
国

の
支
援
も
加
わ
っ
た
「
酪
農
乳
業
乳

製
品
在
庫
調
整
特
別
対
策
事
業
（
事

業
実
施
主
体
：（
一
社
）
Ｊ
ミ
ル
ク
）」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
種
の
取
り

組
み
を
通
じ
て
脱
脂
粉
乳
在
庫
は
、

令
和
6
年
度
末
で
５
・
４
万
ｔ
程
度
ま

で
削
減
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま
え
、
生

産
基
盤
を
毀
損
す
る
こ
と
な
く
、
乳

製
品
の
過
剰
在
庫
な
ど
不
測
の
事
態

に
よ
る
乳
製
品
の
需
給
変
動
に
迅
速

に
対
処
で
き
る
準
備
を
生
産
者
と
乳

業
者
が
協
働
で
構
築
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
今
年
度
よ
り
「
酪
農
乳
業
需

給
変
動
対
策
特
別
事
業
（
事
業
実
施

主
体
：（
一
社
）
Ｊ
ミ
ル
ク
）」
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
本
事
業
は
、
有
事
の

際
に
使
用
す
る
「
保
険
」
的
な
位
置

づ
け
と
し
て
新
た
な
基
金
を
造
成
し
、

「
⒈ 

乳
製
品
在
庫
削
減
対
策
と
し
て
、

令
和
７
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

酪 農 部  だより

酪
農
乳
業
需
給
変
動
対
策
特
別
事
業

（
事
業
実
施
主
体
：（
一
社
）Ｊ
ミ
ル
ク
）
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在
庫
削
減
の
た
め
に
脱
脂
粉
乳
等
を

飼
料
用
へ
の
転
用
等
、
新
規
需
要
の

創
出
に
資
す
る
特
定
市
場
に
販
売
す

る
取
り
組
み
や
、
過
剰
在
庫
を
長
期

保
管
す
る
取
り
組
み
へ
の
支
援
」、

「
⒉ 
計
画
的
増
産
対
策
と
し
て
、
著
し

く
将
来
に
生
乳
生
産
量
の
不
足
が
予

測
さ
れ
る
場
合
の
対
策
」
の
２
本
を

大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

基
金
の
規
模
は
、
過
去
の
脱
脂
粉

乳
の
在
庫
過
剰
時
に
要
し
た
在
庫

削
減
数
量
と
単
価
に
基
づ
き
、
対

策
に
必
要
と
さ
れ
る
必
要
金
額
を

１
５
５
億
円
と
算
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
の
生
産
者
、
乳
業
者
に
対
す
る

拠
出
単
価
は
、
基
金
の
造
成
期
間
を

7
年
間
と
設
定
し
た
結
果
、
生
乳
１

㎏
当
り
15
銭
を
拠
出
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

基
金
の
発
動
要
件
は
、
乳
製
品
の

在
庫
水
準
が
一
定
の
基
準
を
上
回
っ

た
若
し
く
は
下
回
っ
た
際
に
発
動
す

る
な
ど
、
今
後
（
一
社
）
Ｊ
ミ
ル
ク

の
「
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
特
別
委
員

会
」
等
に
お
い
て
協
議
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
農
林
水
産
省
よ
り
「
生
乳

需
給
安
定
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」

が
、
導
入
さ
れ
ま
す
。「
国
産
チ
ー
ズ

生
産
奨
励
等
事
業
」、「
生
乳
流
通
改
善

緊
急
事
業
」
や
「
乳
用
牛
長
命
連
産
性

等
向
上
緊
急
支
援
事
業
」
な
ど
の
補
助

事
業
の
交
付
の
要
件
と
し
て
、
全
国
的

な
需
給
安
定
の
取
組
み
へ
の
拠
出
を
し

て
い
る
こ
と
等
が
要
件
と
な
り
、「
酪

農
乳
業
需
給
変
動
対
策
特
別
事
業
」
に

参
画
す
る
こ
と
へ
の
後
押
し
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

我
が
国
の
生
乳
需
給
は
、
飲
用
需

要
の
変
動
を
乳
製
品
加
工
で
調
整
す

る
こ
と
に
よ
り
、
酪
農
経
営
、
乳
業

経
営
の
安
定
を
図
る
構
造
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ひ
と
た
び
生
乳
需
給
が
過

剰
に
緩
和
す
る
と
乳
製
品
在
庫
の
積

み
増
し
に
加
え
、
乳
製
品
工
場
を
有

す
る
メ
ー
カ
ー
及
び
そ
の
地
域
の
生

産
者
に
需
給
調
整
の
負
担
が
集
中
す

る
な
ど
の
課
題
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
を

き
っ
か
け
に
顕
在
化
し
ま
し
た
。
需

給
調
整
の
恩
恵
は
、
全
国
す
べ
て
の

生
産
者
、
乳
業
者
が
享
受
し
て
い
る

こ
と
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
基
金

造
成
へ
の
参
画
を
促
す
取
組
み
を
本

会
と
し
て
も
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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「流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律｣
「貨物自動車運送事業法｣の施行について

オンラインカジノによる賭博とは
スマートフォンやパソコンなどによりオンライン上

でゲームを行い、その結果に対して現金や暗号資産、
電子マネーなどを賭ける行為です。
スロットやカードゲーム以外も対象

いわゆる「カジノ」のイメージから想起されるスロット
やカードゲームに限らず、スポーツの勝敗予想やゲーム
結果に金銭等を賭ける行為も利用が禁止されています。

法律に基づいて運営される公営の競馬や競輪、スポー
ツ振興くじなどとは、運営実態からして全くの別物です。
日本国内での利用は犯罪

海外ではオンラインカジノを合法としている国もあ
りますが、日本国内での利用は犯罪に該当します。
どんな犯罪？

刑法第 185 条では「賭博をした者は、50 万円以下の
罰金又は科料に処する」（賭博罪）とされ、第 186 条で
は「常習として賭博をした者は、3 年以下の懲役に処する」

（常習賭博罪）とされているほか、日本国内でオンライン
カジノの決済や広告・宣伝に関与すると、「賭博幇助」な

どの罪に問われることがあります。
検挙例

オンラインカジノの利用者や決済に関わった者、オ
ンラインカジノを広告・宣伝した者など、2023 年には
107 人が検挙され 2024 年にはその倍以上となる 279
人が検挙されています。
簡単に利用が可能

オンラインカジノの多くは、一般のオンラインサー
ビスと同様、サイト上でアカウントを作成し、口座情
報やクレジットカード情報を登録すれば、誰でも簡単
に始められる仕組みになっており、なおかつ日本語に
対応したサイトも多く出回っています。こうした気軽
さもあり、違法性を認識することなく犯罪に携わって
しまう危険性があることに留意する必要があります。

　荷主企業、物流事業者、一般消費者が協力して我が
国の物流を支えるための環境整備を目的として、改
正「流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律」

「貨物自動車運送事業法」が、一部を除き令和７年４
月１日から施行されました。
　関係事業者における理解促進のため、制度の概要や、

努力義務の対象となる「荷主」の定義、「判断基準」・「解
説書」の内容を紹介する「物流効率化法理解促進ポー
タルサイト」が公開されています。また国土交通省、
経済産業省、農林水産省において、改正の概要、荷主
の判断基準の解説書等が公開されています。併せてご
参照下さい。

●物流効率化法理解促進ポータルサイト
　➡ https://www.revised-logistics-act-portal.mlit.go.jp/
●国土交通省
　➡ https://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/freight/seisakutokatsu_freight_mn1_000029.html
●経済産業省
　➡ https://www.meti.go.jp/policy/economy/distribution/butsuryu-kouritsuka.html
●農林水産省
　➡ https://www.maff.go.jp/j/shokusan/ryutu/250327.html

オンラインカジノによる賭博は犯罪です !

総 務 部  だより

　最近、オンラインカジノによる賭博について、著名なタレントやスポーツ選手らによる利用、あるいはその
疑いが発覚するなどして、世間の関心が高まっています。日本国内からオンラインカジノを利用して金銭等を
賭ける行為は、法律で禁じられています。本会関係者におかれましては、このことに十分留意いただきますよ
うお願いいたします。

●政府広報ホームページ
　➡ https://www.gov-online.go.jp/article/202411/entry-6786.html
●警察庁ホームページ
　➡  https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/hoan/onlinecasino/

onlinecasino.html

オンラインカジノの危険性に関する詳細は以下もご参照ください。
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福島県喜多方市

日
本

   
酪
農

No.
383

今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
福
島
県
喜

多
方
市
で
酪
農
を
営
む
斎
藤
牧
場
で
す
。

所
属
し
て
い
る
福
島
県
酪
農
業
協
同
組

合
（
紺
野
宏
代
表
理
事
組
合
長
）
は
、
酪

農
家
戸
数
１
０
０
戸
（
令
和
７
年
１
月
31

日
現
在
）、
出
荷
乳
量
３
９
，
０
０
０
ｔ

（
令
和
５
年
度
実
績
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
紹
介

会
津
の
北
部
に
位
置
し
て
い
た
こ
と

か
ら
北き

た
か
た方
と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
８
年
、
昭
和
29
年
の
町
村
合
併
に
よ
り

喜
多
方
市
と
な
り
、
平
成
18
年
に
喜
多
方

市
、
塩
川
町
、
山
都
町
、
熱
塩
加
納
村
、

高
郷
村
の
１
市
２
町
２
村
の
５
市
町
村

が
合
併
し
、
現
在
の
喜
多
方
市
と
な
り
ま

し
た
。
市
の
産
業
は
、
昭
和
40
年
頃
ま
で

は
、
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
が
基
幹
産

業
で
し
た
が
、
現
在
は
非
鉄
金
属
、
繊
維
、

弱
電
な
ど
の
製
造
業
や
建
設
業
に
移
行

し
て
き
ま
し
た
。
南
に
那
須
連
山
、
東
に

名
峰
磐
梯
山
、
西
に
霊
峰
飯
豊
山
を
望
め

酪
農
仲
間
と
の
交
流
が
力
に
　

斎
藤
牧
場
の
未
来
へ
の
歩
みる

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
三
ノ

倉
高
原
の
ひ
ま
わ
り
畑
、
飯
豊
連
峰
の
高

山
植
物
、
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
群
生
、
雄
国
沼

の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
豊
か
な
自
然
を

満
喫
で
き
ま
す
、
ま
た
、
新
宮
熊
野
神
社

「
長
床
」、
願
成
寺
、
中
善
寺
な
ど
、
日
本

で
も
屈
指
の
仏
都
を
象
徴
す
る
文
化
財
も

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
喜
多
方
市
は
日
本

３
大
ラ
ー
メ
ン
の
１
つ
「
喜
多
方
ラ
ー
メ

ン
」
で
有
名
で
す
が
、
牧
場
が
あ
る
山
都

斎藤牧場

福島県喜多方市
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町
は
「
そ
ば
」
の
名
産
地
と
し
て
有
名
で

す
。
牧
場
の
近
く
に
あ
る
山
都
そ
ば
伝
承

館
で
は
、
山
都
町
で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
の

実
を
使
用
し
た
山
都
そ
ば
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
に
、
新
そ
ば
の
時
期
に

な
る
10
月
か
ら
よ
り
一
層
お
い
し
い
そ
ば

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

方
向
で
し
た
が
、
祖
父
か
ら
始
ま
っ
た
歴

史
あ
る
酪
農
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
、
家
族

の
中
で
も
地
域
の
中
で
も
自
分
に
し
か
出

来
な
い
誇
れ
る
仕
事
に
な
る
と
思
い
酪
農

を
学
ぶ
た
め
に
酪
農
の
大
学
に
入
る
こ
と

を
決
め
た
と
の
こ
と
で
す
。
大
学
で
は
酪

農
全
般
を
学
び
、
卒
業
後
は
十
勝
で
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
で
さ
ら
に
経
験

を
積
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
現
在

の
奥
様
で
あ
る
麻
貴
子
さ
ん
と
出
会
っ
て

い
ま
す
。
23
歳
で
喜
多
方
に
戻
り
祖
父
か

ら
引
き
継
い
だ
１
頭
の
ほ
か
に
、
初
妊
牛

１
頭
、
育
成
牛
１
頭
を
導
入
し
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
を
利
用
し
て
牛
舎
と
堆
肥
舎
を
新
設
し

現
在
の
頭
数
ま
で
増
頭
し
て
い
ま
す
。
ま

た
当
時
は
46
馬
力
の
ト
ラ
ク
タ
ー
し
か
な

く
自
給
飼
料
の
生
産
は
厳
し
い
状
況
で
し

た
が
、
元
酪
農
家
か
ら
機
械
を
譲
り
受
け

た
こ
と
や
近
隣
の
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
組
合
か

ら
声
を
か
け
て
も
ら
い
一
時
断
念
し
て
い
た

デ
ン
ト
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｄ
Ｃ
Ｓ
）
生

産
を
再
開
す
る
な
ど
、
徐
々
に
自
給
飼
料

の
確
保
が
で
き
始
め
ま
し
た
。

経
営
の
こ
だ
わ
り

就
農
当
時
か
ら
酪
農
と
水
稲
の
両
立
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
近
隣
農
家
の

高
齢
化
に
よ
り
廃
業
が
進
み
農
地
が
増
え

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
Ｄ
Ｃ
Ｓ
へ
転
作

し
た
り
、
喜
多
方
市
の
指
定
特
別
栽
培
米

「
有
機
の
里
」
の
生
産
に
取
り
組
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。
堆
肥
処
理
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
ア
ス
パ
ラ
農
家
や
き
ゅ
う
り
農
家
に
需

牧
場
の
概
況

現
在
の
飼
養
頭
数
は
経
産
牛
30
頭
（
う

ち
乾
乳
５
頭
）、
育
成
牛
19
頭
、
日
乳
量
は

約
９
０
０
㎏
、
経
産
牛
１
頭
当
た
り
年
間
成

績
は
約
１
０
，４
０
０
㎏
と
な
っ
て
い
ま
す
。

対
尻
式
の
つ
な
ぎ
牛
舎
で
経
産
牛
、
２
カ
所

の
独
房
で
初
妊
牛
と
乾
乳
牛
、
別
棟
の
哺

育
舎
で
哺
育
牛
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
育

成
牛
は
３
カ
月
間
の
哺
育
の
の
ち
、
県
内
の

哺
育
セ
ン
タ
ー
と
北
海
道
に
預
託
し
て
い
ま

す
。
牧
場
主
の
忠
義
さ
ん（
39
歳
）が
給
餌・

徐
糞
作
業
、
奥
様
の
麻
貴
子
さ
ん
（
40
歳
）

が
搾
乳
・
哺
育
作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
自
給
飼
料
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
３
町
歩
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ

３
町
歩
、
草
地
１
町
歩
ほ
ど
作
付
け
し
て
い

る
ほ
か
、
８
町
歩
ほ
ど
の
水
稲
も
兼
業
し
て

い
ま
す
。

昭
和
24
年
に
山
都
町
で
育
成
牛
が
10
頭

導
入
さ
れ
、
そ
の
内
の
１
頭
を
忠
義
さ
ん

の
祖
父
の
叔
父
が
導
入
し
、
生
ま
れ
た
雌

子
牛
を
祖
父
が
譲
り
受
け
昭
和
30
年
に
１

頭
の
子
牛
か
ら
祖
父
が
酪
農
を
始
め
た
の

が
斎
藤
牧
場
の
始
ま
り
で
す
。
忠
義
さ
ん

が
高
校
３
年
生
で
進
路
に
つ
い
て
迷
っ
て
い

る
中
、
当
時
は
水
稲
の
ほ
か
に
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
作
付
け
も
始
め
て
い
た
た
め
祖
父

が
酪
農
を
継
続
す
る
の
が
困
難
で
や
め
る

見て歩紀日本酪農
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要
が
あ
り
積
極
的
に
地
域
還
元
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
時
期
に
よ
っ
て
は
不
足
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
酪
青
女
活
動

や
自
給
飼
料
・
水
稲
の
作
業
で
日
中
に
牛

舎
に
い
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
作
業
効
率

化
に
も
力
を
入
れ
、
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
の

導
入
で
発
情
発
見
や
繁
殖
管
理
を
行
い
繁

殖
成
績
の
向
上
に
役
立
て
、
分
娩
カ
メ
ラ

の
設
置
で
事
故
低
減
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
に
よ
る
牛
群

改
良
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
順
調
に
個

体
乳
量
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
冬

季
で
の
堆
肥
処
理
が
毎
年
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
糞
尿
分
離
機
と
、
作
業
省
力
化

を
目
的
に
自
動
給
餌
機
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
自
給
飼
料
や
水
稲

の
忙
し
い
作
業
時
期
、
酪
青
女
活
動
で
ヘ

ル
パ
ー
を
利
用
す
る
時
な
ど
で
も
、
変
わ

ら
ず
に
牛
の
管
理
を
丁
寧
に
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

酪
友
と
の
関
り
も
大
切
に

ご
夫
婦
揃
っ
て
酪
農
青
年
女
性
会
議
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
忠
義

さ
ん
は
就
農
し
て
す
ぐ
に
福
島
県
酪
農
青

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
２
人
に
と
っ
て
各
活

動
は
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
お
り
、
経
営
の

一
助
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
が
き

こ
の
度
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
取
材
を

引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
１
頭
の
牛
か
ら
酪
農
を
始
め
て
い

く
状
況
で
酪
農
と
水
稲
の
両
立
を
第
一
に
掲

げ
、
作
業
効
率
化
を
目
指
し
て
い
く
中
で
ど

う
し
て
い
く
か
、
日
頃
か
ら
酪
友
と
の
輪
を

広
げ
な
が
ら
自
身
の
見
聞
を
広
げ
て
経
営
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
い
う
熱
い
想
い
が
と

て
も
伝
わ
り
ま
し
た
。
今
後
の
斎
藤
牧
場
の

益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年
研
究
連
盟
の
役
員
と
な
り
活
動
し
て
い

く
う
ち
に
、
酪
友
と
の
繋
が
り
が
増
え
た
こ

と
で
作
業
機
械
を
譲
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
り
、
自
身
の
見
聞
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
た
り
と
現
在
の
経
営
に
と
て
も
役
立
っ
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
周
囲
の
酪
友
に
も
活
動

の
参
加
を
勧
め
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

現
在
は
東
北
酪
農
青
年
女
性
会
議
の
委
員

長
を
務
め
て
い
ま
す
。
麻
貴
子
さ
ん
は
同
地

域
の
酪
友
か
ら
婦
人
部
の
や
ま
び
こ
会
に

誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
活
動
に
加
わ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
秋
田
県
出
身
で
知

り
合
い
が
い
な
い
中
、
酪
農
を
語
り
合
う
仲

間
に
救
わ
れ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
忠

義
さ
ん
同
様
に
自
身
の
成
長
に
も
繋
が
る
こ

の
よ
う
な
機
会
を
な
く
し
て
は
い
け
な
い
と

の
思
い
で
や
ま
び
こ
会
の
会
長
を
務
め
て
い

見て歩紀日本酪農
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酪農TOPICS酪農TOPICS

多くの酪農家に支えられ、北海道も50回！ 
～第50回北海道酪農経営発表大会開催～

札 幌札 幌
支所発支所発

３月27日㈭、ホテル札幌ガーデンパレスにおい
て、北海道酪農青年女性会議主催、第50回北海道酪
農経営発表大会が開催され、全道より関係者合わせて
約70名が参加しました。50回目となる今大会にお
いては記念式典を開催し、北海道農政部生産振興局長
をはじめとしたご来賓によるご祝辞のほか、長きにわ
たり会議を支えてくださった功労者への感謝状授与、
歴代の事務局長紹介により、大会を祝しました。
今大会では、経営部門で標茶町の大宮睦美氏、意

見体験部門で厚岸町の澤口裕斗氏が発表されました。
大宮氏は2017年に第三者経営継承で新規参入者と
して標茶町に就農されました。明確な目標に向かって
各専門家とチームを組んで経営に取り組み、高品質な
自給飼料と牛の能力を最大限に引き出す管理によって
厳しい環境下においても売り上げを伸ばしています。
一方の澤口氏は社会人経験を積み2022年にご実

家に就農され、飼養管理の改善に加えて、持続可能な
経営を目標に化成肥料の減肥に取り組まれています。
高いコミュ力・向上心を持ち、他の酪農家や関係会
社・団体との繋がりをつくり、勉強会や情報収集、同
時に情報発信といった活動をされています。

大会後の講演会では、50回大会記念の特別講演と
してHBC北海道放送の森結有花アナウンサーをお招
きしました。森氏は北海道の農業を紹介・応援する番
組でも活躍されており、講演ではその番組を通じて向
き合った道内酪農家とのやり取りを通じて、「酪農家
は消費者の暮らしを豊かにしている。酪農はかっこい
い！酪農家はすごい！」と生産者にとっては日常であ
る「酪農」の素晴らしさを消費者の目線でお話しされ
ました。同時に「皆さんには胸を張って酪農の魅力を
もっと発信してほしい」と生産者による発信の重要性
についても熱く語られ、そのためにテレビやラジオも
ぜひ活用してください、と今後につながる提案もいた
だきました。
最後に、閉会の挨拶に立った浅野副委員長は「今

後の酪農を盛り上げていくためには、担い手の確保が
重要。若い世代に向けて酪農は楽しい、工夫次第で稼
げるということを発信していきたい。そして、皆で前
向きな努力をして次の50回につなげていきたいと思
う。」と大会を締めくくりました。
北海道酪農青年女性会議が多くの方に支えられてきた

ことを実感する大会となりました。� （Ｔ.Ｈ）

▲ 発表者の大宮氏（左）と澤口氏（右）

▲ �森 結有花アナウンサー。講演は熱い内容
であったが、気さくな人柄で、懇親会では

「森アナ待ち」ができていた

▲ �講演会では、クイズに答えて景品をもらう 
お楽しみ企画も！「（写真を見て）北海道で
育つの？という作物です、何でしょう？」

▲ �会場との意見交換会　
　 �現役大学生からも質問が上がった。

「（サークルで様々な酪農家を見て）今
までのやり方が通用しないような状
況の中、発表者のように改善して結果
を残せる酪農家が少ない。改善できる
人とそうではない人の違いは何か。」

▲ �今大会の運営に大きく尽力いただいた北海道酪青女役員
　 （左から）中山委員長、遠藤副委員長、浅野副委員長
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「第52回東北酪農青年女性会議酪農発表大会」開催
東北代表は 羽隅匠さん（山形県）、椎谷美保さん（福島県）

仙 台仙 台
支所発支所発

令和７年３月24日㈪、宮城県仙台市太白区秋保
町「ホテル ニュー水戸屋」にて、東北酪農青年女性
会議（斎藤忠義委員長）主催の第52回酪農発表大会
が、東北各地から120名の酪友・関係者の参加にて
開催されました。
今回の東北大会は、試みとして発表者（経営部門・意

見体験部門）を大会開催県以外の県からとし、大会聴衆
参加者の多かった開催県の酪友・関係者に他地域の生産
者の取組を知っていただく開催としました。
経営の部では、山形県酪農青年女性会議の羽

は

隅
すみ

匠
さんが『20代後世でも続けられる酪農経営を』と題
して発表されました。羽隅さんは、大学卒業後、実家
の羽隅牧場に就農しました。就農後、大学時代の経験
を含めた自家育成の強化やゲノム分析による牛群改良
に取組み、また、牛舎環境の改善や飼料設計の見直し

にも努め続け、昨今の猛暑が続く中、乳量や繁殖成績
を向上させました。今後はゲノム分析を含めた更なる
牛群改良、育成牛の環境整備による個体販売、省力化
による飼養管理の改善などを目標としていることを発
表されました。
続く意見・体験の部では、福島県酪農青年研究連

盟の椎
しい

谷
や

美保さんが『牛の幸せは私の幸せ』と題して
発表されました。化粧品メーカーの美容部員であった
椎谷さんが酪農家のご主人と出会い、結婚と同時に就
農し牛の可愛さや酪農に魅了され続けてきたこと、
“アニマルウェルフェア”の考えに感銘し自牧場で取
組んでいること、牧草の100％自給にこだわった飼
料作りに努めていることなどが発表されました。
羽隅さん、椎谷さんは、７月に岡山県岡山市で開

催される全国大会へ出場します。� （D.P）
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伊那酪農協青年部が「バスケットボール大会」を
サポート！

東 京東 京
支所発支所発

長野県内の小学生がバスケットボールで熱
戦を繰り広げる「第５回卒業記念大会 i n伊那
MILKCUP'25」が３月20日㈭にロジテック・エレ
コムアリーナ（長野県伊那市内）で開催されました。
このバスケットボール大会は、小学校を今春卒業

する6年生を中心に長野県内のバスケットボールクラ
ブが参加する、いわば６年生にとっては卒業記念の大
会です。また、伊那酪農業協同組合青年部（網野雄二
部長）にとっても、開催当初から協賛し盛り上げてき
た大切なイベントです。
大会当日は春本番を思わせる暖かな晴天に恵まれ

ました。長野県内から男女16チーム（279名エント
リー）が出場し、チーム関係者や保護者を含めると総
勢800名が参加するビッグイベントとなりました。
伊那酪農協青年部の皆さんは本大会運営のサポー

トに携わる一方、アリーナの各所で長野県産の牛乳や

ヨーグルトを提供したり酪農理解醸成活動のチラシ等
を配布し、牛乳乳製品のいっそうの消費拡大を選手や
保護者へ呼びかけました。
成長期にある青少年の健全な身体づくりや大人の

健康維持に最適な牛乳乳製品の消費拡大について、選
手の子どもたちも保護者皆さんもとても好意的に受け
止めていただきました。また、アリーナ会場に掲げた
牛の絵は子どもたちに好評で、試合の合間には牛や酪
農のことを青年部の皆さんに興味津々に質問する子ど
ももいました。
本大会は長野県内バスケットボールのレベルアッ

プにも貢献しており、本大会にも出場した男子１チー
ム、女子１チームはU12全国大会への出場も決まっ
ています。
伊那酪農業協同組合青年部では、これからも本大

会をサポートしていく予定です。� （F.I）

▲ 大会ロゴ
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「暑熱対策研修会」を開催しました
東 京東 京
支所発支所発

令和７年３月25日㈫、千葉県農業共済組合連合会
中央家畜診療所にて、東京支所主催の「暑熱対策研修
会」を開催しました。ZOOM配信も併用し、東京支
所管内から約60名の酪農関係者にご参加いただきま
した。
講師には、全酪連大阪支所の永井秀樹技術顧問を

お招きし、「～夏を制する者は酪農を制す！～暑熱対
策で乳生産をキープしよう」と題し、暑熱ストレスに
よる影響や、屋根散水・ソーカー等による施設改善、
飲水管理や飼料設計に関する具体的な対策をご講演い
ただきました。
研修会では、年々厳しさを増す夏の猛暑にどう立

ち向かうかについて活発な意見が交わされ、参加者の
皆様も高い関心をもって耳を傾けていました。従来の
暑熱対策では限界を迎えている現場の声を改めて感じ
るとともに、今後も情報提供と現場支援の強化が不可
欠であると実感しました。
また、今回の研修会を通じて、暑熱対策の成功の

秘訣の一つは「早めの準備」であることを改めて感じ
ました。実際には暑さが本格化する前から、牛はすで
に暑熱ストレスを受け始めています。そのため、生産
者の皆様に対しては、対策の重要性と具体策を一体と
して早期に伝え、すぐにでも現場での対応に結びつけ
ていくことが必要だと感じました。� （K.K）

永井秀樹技術顧問 

▲
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～第54回西日本酪農青年女性会議酪農発表大会開催～
西日本代表は福田寛さん（鳥取県）、雲岡阿耶さん（岡山県）

大 阪大 阪
支所発支所発

4月10日㈭鳥取県米子市「米子コンベンションセ
ンター」にて、西日本酪農青年女性会議（山下大介委
員長）主催の第54回酪農発表大会が西日本各地から
100名の酪友・関係者が参加して開催されました。
大会は安富由美子副委員長（岡山県）の総合司会を務
め、砂子拓也副委員長（広島県）の開会宣言に続き、
森原佳之副委員長（山口県）による綱領唱和で幕を開
けました。来賓には、農林水産省中国四国農政局生産
部畜産課の浦嶋明広課長（酪農経営の部・審査委員
長）、鳥取県農林水産部の寺坂畜産振興局長、大山乳
業農業協同組合の小前代表理事組合長を招き、ご祝辞
を頂きました。酪農経営の部では「時間にゆとりを持
てる酪農経営を目指して」と題しまして大山乳業農業
協同組合青年部会の福田寛さんが発表され、意見体験
の部では「れーちゃんとアタシの酪農」と題しまして

大山乳業農業協同組合酪農女性部の硲みち子さん、
「世代を超えて支えあう酪農は共働きの理想形」と題
しましておかやま酪農業協同組合女性部の雲岡阿耶さ
んが発表されました。審査の結果、酪農経営の部では
福田寛さん、意見体験の部では雲岡阿耶さんがそれぞ
れ中国四国農政局長賞を受賞されました。大会終了後
の懇親会は各会員から持ち寄った地元のお土産賞品の
抽選会が始まり、大いに盛り上がりました。これから
も当会議の活動の目的の１つとしている酪友が集まり
その輪を広げ、絆を強くする活動に取り組んでいきま
す。なお、福田寛さん、雲岡阿耶さんは7月に岡山市
内で開催されます第52回全国発表大会において、西
日本会議代表として発表されます。全国大会でのお２
人のご活躍をお祈りしています。� （A.O）

▲ 前列発表者の（左から3番目）硲みち子さん、福田寛さん、雲岡阿耶さん
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めんそーれ沖縄！
「第52回九州酪農青年女性酪農発表大会」開催

福 岡福 岡
支所発支所発

九州酪農青年女性会議（中村 俊介委員長）は、４
月16日㈬、沖縄県糸満市の「サザンビーチホテル＆
リゾート沖縄」において、九州・沖縄管内の酪友・関
係者128名の参加を得て、「第52回九州酪農青年女
性酪農発表大会」を開催しました。
大会は、開催県の玉城盛作委員（沖縄県）が総合

司会を務め、井手口明博副委員長（福岡県）の開会宣
言に続き、中島千明委員（佐賀県）の綱領唱和で幕を
開けました。その後、中村俊介委員長（熊本県）より
主催者挨拶があり、来賓の農林水産省九州農政局生産
部畜産課 佐野明課長、沖縄県農林水産部畜産課 真喜
志修課長からご祝辞を賜り、発表に移りました。
なお、最優秀賞（九州農政局長賞）を受賞された

髙木さん・古川さんには、７月に岡山県で開催され
る「第52回全国酪農青年女性酪農発表大会」におい
て、九州会議代表として発表していただきます。全国

大会でのお二人のご活躍を期待しております。
発表大会後には交流会を行い、九州・沖縄各地の

酪友との親睦を深めました。アトラクションでは、
沖縄県酪農農業協同組合 高宮城代表理事組合長の地
元、「園

そんだ

田青年会」の皆さまに伝統芸能「エイサー」
を披露していただきました。三線の音色と生歌、迫
力のある太鼓の音と踊りを楽しみ、最後は皆で「カ
チャーシー」を踊り、大いに盛り上がりました。
発表者の皆さま、日々の仕事で大変ご多忙の中、

素晴らしい発表をありがとうございました。そして、
後援・協賛団体ならびにご臨席いただいた来賓・審査
員の皆さま、また、準備や運営に多大なるご協力をい
ただいた九州会議委員・各県事務局・開催県の沖縄県
酪協の役職員・その他多くの関係者の皆さまに、改め
て心より感謝申し上げます。� （B.Y）

●酪農経営発表の部
題　名 発表者 所　属

基本に忠実に　～継続は力なり～ 平田　　卓 ふくおか県酪農青年女性会議
高能力、低コストで目指す安定経営 髙木　大輔 熊本県酪農青壮年部協議会
積小為大 首藤　祐作 大分県酪農青年女性会議

●酪農意見・体験発表の部
題　名 発表者 所　属

農業未経験、異郷の地で酪農に携わって３年 小川　　瑛 沖縄県酪農青年女性部連絡協議会
夢を叶えた、その先へ
～モーモー母ちゃんＤＸ～ 古川　真弓 佐賀県酪農婦人部連絡協議会

酪農０からスタート、そして夢の実現に向かって 西ノ村幸美 鹿児島県酪農青壮年女性会議
人生は一度きり！！
～ヘルパーからの新規就農～ 佐藤　翔悟 熊本県酪農青壮年部協議会

三代目として次世代へ
～創造実践する酪農を目指して～ 宮本　貞臣 長崎県酪農青年女性会議

Circle of Dairy 江藤健太郎 ふくおか県酪農青年女性会議
固定観念に囚われない　向上心を持って 岡﨑　博則 宮崎県酪農青年女性連絡協議会

▲ �最優秀賞（九州農政局長賞）：
髙木大輔さん（熊本県）

▲ �最優秀賞（九州農政局長賞）：
古川真弓さん（佐賀県）

▲ �農林水産省
　 九州農政局
 　生産部畜産課
　 佐野明課長

▲ �九州酪農
　 青年女性会議
　 中村委員長

▲ �沖縄県農林水産部
　 畜産課　
　 真喜志修課長

▲ 交流会アトラクション
　 （園田青年会による
　 エイサー）

▲ カチャーシーで
　 大盛り上がり！
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定
し
た
。

新
た
な
基
本
計

画
案
は
、
3
月
27

日
に
省
内
で
開
か

れ
た
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会

と
同
企
画
部
会
の

合
同
会
議
で
了
承
。

従
来
ま
で
の
基
本

計
画
は
10
年
後
目

標
と
し
て
い
た
が
、

新
た
な
基
本
計
画

で
は
5
年
後
目
標

へ
と
見
直
し
。
今

回
よ
り
、
進
捗
状
況
を
最
低
で
も
年

1
回
は
検
証
す
る
旨
を
記
載
し
た
。

令
和
12
年
度
の
食
料
自
給
率
目

標
は
現
行
と
同
じ
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

45
％
（
令
和
5
年
度
実
績
38
％
）
に

加
え
、
新
た
に
摂
取
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス

53
％
（
同
45
％
）
を
設
定
。
合
わ
せ

て
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
各
品
目
ご
と
の
生

産
量
な
ど
も
設
定
し
た
。
こ
の
う
ち

生
乳
は
、
令
和
12
年
度
の
生
産
量
を

現
行
水
準
並
み
（
同
）
の
７
３
２
万

ｔ
と
し
た
。 

（
４
月
1
日
号
）

飲
用
牛
乳
・
は
っ
酵
乳
向
４
円
値
上
げ

大
手
乳
業
と
合
意
、
８
月
分
か
ら
適
用

目
標
年
度
を
10
年
後
か
ら
５
年
後
に
変
更

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
自
給
率
45
％
目
指
す

令
和
７
年
度
乳
価

新
た
な
基
本
計
画
が
決
定

ダイジェスト版
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農
水
省
は
届
出
伝
染
病
で
あ
る

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
の
防
疫
対
策

強
化
に
向
け
て
、
所
要
の
変
更
を

行
う
べ
く
議
論
を
開
始
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
家
畜
所
有
者
が
必
要
な

措
置
を
行
う
た
め
の
支
援
・
指
導

等
を
実
施
し
て
き
た
が
、
法
的
強

制
力
が
な
く
感
染
が
拡
大
し
た
経

緯
も
踏
ま
え
、
家
畜
伝
染
病
と
同

程
度
の
防
疫
措
置
を
行
え
る
よ
う

見
直
す
。
家
畜
伝
染
病
予
防
法
に

基
づ
き
、
7
月
下
旬
を
目
途
に
新

た
に
政
令
を
指
定
す
べ
く
検
討
を

進
め
る
。 

（
４
月
10
日
号
）

大
造
成
す
る
。
事
業
の
構
成
は
、
①

需
給
緩
和
時
の
「
乳
製
品
在
庫
削
減

対
策
」、
②
需
給
ひ
っ
迫
時
の
「
計
画

的
増
産
対
策
」

―
の
２
つ
。
①
に

つ
い
て
は
乳
製
品
の
市
場
隔
離
や
在

庫
消
化
対
応
等
に
よ
り
対
策
を
講
じ

る
。
②
の
詳
細
は
現
在
検
討
中
。

　
（
４
月
10
日
号
）

家
伝
病
と
同
程
度
の
防
疫
措
置
可
能
に

７
月
下
旬
目
途
に
対
策
強
化
へ
見
直
し

定
し
た
。
拠
出
割
合
は
生
産
者
と
乳

業
者
が
1
対
1
、
単
価
は
生
乳
１
㎏

当
た
り
15
銭
（
乳
業
者
は
任
意
で
最

大
20
銭
）。
概
ね
１
５
５
億
円
の
事
業

規
模
を
想
定
し
て
お
り
、
7
年
で
最

大
幅
な
需
給
変
動
時
へ
の
備
え
と

し
て
創
設
す
る
常
設
の
基
金
「
酪
農

乳
業
需
給
変
動
対
策
特
別
事
業
」
に

つ
い
て
、
Ｊ
ミ
ル
ク
は
3
月
19
日
の

臨
時
総
会
で
そ
の
運
用
を
正
式
に
決

生
産
者
・
乳
業
者
と
も
kg 

15
銭
拠
出

基
金
で
生
産
現
場
へ
の
影
響
最
小
限
に

需
給
変
動
対
策
が
決
定

7
〜
9
月
ま
で
4
割
を
超
え
て
い
た

も
の
の
、
前
年
同
期
か
ら
3
割
台
で

推
移
し
て
い
る
。
一
方
、
全
国
に
お
け

る
性
選
別
精
液
の
割
合
は
24
・
８
％

（
前
期
比
１・３
％
増
、前
年
同
期
比
３・

7
％
増
）
で
、過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

（
4
月
1
日
号
）

日
本
家
畜
人
工
授
精
師
協
会
は
3

月
18
日
、
令
和
６
年
度
10
〜
12
月
期

に
お
け
る
乳
用
牛
へ
の
黒
毛
和
種
の

交
配
状
況（
Ｆ
１
交
配
率
、
速
報
値
）

を
公
表
し
た
。
全
国
の
交
配
割
合
は

38
・
５
％
で
、
前
期
比
１
・３
％
減
、

前
年
同
期
比
１・４
％
減
。
令
和
５
年

全
国
平
均
Ｆ
１
交
配
率
38
・
５
％

性
選
別
精
液
利
用
は
過
去
最
高
更
新

令
和
６
年
10
～
12
月
期

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病

全酪新報
●�人が牛乳を必要とし、牛肉を必要とし、緑を
必要とする限り、酪農は誇り高い永久の仕事
です。
●�明日へ向かって前進する酪農界の動きを全酪
新報は正確に報道します。時に怒りの声を、
時に喜びの声を…幅広くお伝えします。
●�ご家族でご愛読いただける酪農専門紙です。
●�毎月１日、10日、20日発行、年間購読料は
6,600 円（税込・送料込）です。
●�お支払（請求書到着後）は、郵便振替、銀行
振込、クレジットカード決済がご利用いただ
けます。
●�見本紙ご希望の方はお申し出下さい。無料
です。
　（見本紙にバックナンバーは含まれません）

全酪新報／
購読お申込フォーム
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４月11日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

23/24年産 24/25年産

作付面積（百万エーカー） 94.6 90.6

単　　収（ブッシェル/エーカー） 177.3 179.3

生 産 量（ブッシェル） 153億4,100万 148億6,700万

需 要 量（ブッシェル） 149億6,600万 151億9,000万

期末在庫（ブッシェル） 17億6,300万 14億6,500万

在 庫 率 11.78% 9.64%

トウモロコシ
相場動向

今回の需給報告では輸出需要の引き上げから期末在庫が想定以上に減少する結果となった。このためシカゴ定期は大きく値
を上げている。改めて米国産に需要があることが意識されており、今後は米国の天候等に注視する必要がある。

大豆粕相場動向
昨今の中国との関税攻勢、足元の輸出需要、更にはブラジルから旺盛な輸出需要から不安定な相場となっているものの、米
国・ブラジルの大豆は豊作予想であることや為替円高も相まって弱含みに推移している。	 	 	 	

糟糠類

【一般フスマ】　ふすまは引き続き飼料需要が低調で、小麦粉晩砕量は増えていることから受渡しは安定する見込み。

【グルテンフィード】　飼料需要が引き続き堅調な一方で、主製品の発生期であることから受け渡しは安定する見込み。中国
国内のコーンスターチ工場の稼働率も例年対比高水準で推移しているものの、米中貿易摩擦を背景とした中国国内価格が上
昇しているため注意が必要である。

海上運賃
以前から米国が入港する中国関連船舶に課税する方針を示しており先行きの不透明感から、様子見姿勢となっており船舶需
要は弱くなっている。米国積み出しの各航路については中国関連船舶への課税についての続報を待っている形で相場は持ち
堪えている。今後は、入港税に関する動きには注視する必要がある。	 	 	 	

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 令和７年４月

北米コンテナ船
情勢

北米西海岸を中心とする航路では、本船スケジュールに乱れが生じており、主要な乗継航路を含め、混雑が続いています。2
月の中国旧正月による減便が影響し、3月中旬から下旬にかけて米国西岸に到着する本船が少なく、その結果、空コンテナ
の不足が発生しており、船腹予約にも影響を与えています。日本国内においては、アジアの主要港で発生している港湾混雑
の影響を大きく受けています。悪天候による荷役作業の遅れや、本船スケジュールの度重なる変更もあり、混雑状況が緩和
する見通しも立っておらず、一部の船会社は蔵置場所の確保のためにオフドック（本船着岸岸壁から離れた場所）へコンテ
ナを移送しています。さらに、米国では、トランプ大統領が就任以来、複数の関税措置の発動を表明し、各国と貿易に関す
る協議を行ってきましたが、４月２日には、貿易相手国に対する相互関税を課すと発表しました。この相互関税の導入によ
り、世界規模での貿易摩擦がさらに激化する可能性が高まっており、今後の経済活動全体に深刻な影響を及ぶリスクも懸念
されています。実際、発表後には株式相場が急落するなど、市場も敏感に反応しています。

ビートパルプ
ビートパルプの生産地であるノースダコタ州やミネソタ州では2024–2025年産の生産と製糖作業が終盤を迎えています。
生産量は昨秋の温暖な気候の影響により、当初の予想よりも約10％減少する見込みです。この生産減少が、市場の価格や需
給に対して、どのような影響を与えるか慎重に見守る必要があります。

アルファルファ

【ワシントン州】　主産地であるコロンビアベースンでは、冷涼な気候が続いていますが生育は順調で、５月中旬から南部の
圃場で25年産１番刈の収穫作業が開始される見込みです。産地在庫については輸出向けに適さない品質のアルファルファが
僅かに残っていますが、相場低迷により輸出向けと米国内肥育向けの価格差が縮小しているため、多くが米国内向けに出荷
されています。また、24年産の価格は生産農家に取って魅力的ではなく、他作物に転作した圃場もあったため、25年産の
作付面積は10～ 20%減少すると予想されています。輸出需要については、日本向けは大きな変化はありませんが、中東向
けでは高成分のアルファルファに対する安定した需要が続いています。中国向けは中国経済の低迷により、牛乳需要が減少
し乳価が下落したことも相まって、アルファルファの需要も減少しています。

【カリフォルニア州】　カリフォルニア州南部のインペリアルバレーでは、2025年産の
アルファルファ 1番刈りの収穫が大半の圃場で終了しており、２番刈りの収穫が開始さ
れています。現時点で、活発な取引には至っていませんが、高成分需要がある米国内酪
農家や中東向けに買付が進んでいます。灌漑局の発表によると、3月15日時点でのア
ルファルファの作付面積は146,520エーカーとなっており、前年同期の145,569エー
カーから増加しています。

チモシー

【米国産】　24年産は収穫時の天候に恵まれたことで、低級品の発生が限定的となりなした。多くの顧客は安価な低級品を求
めたことで、24年開始時に低級品が先に売れ、その後、中級品、上級品と需要が推移しました。産地では馬糧および酪農向
け需要が堅調なことから、多くの産地在庫はすでに売約済みとなっており、繰り越し在庫が無い状態で25年産を迎える見通
しです。作付面積は10～ 15%増加すると予想されています。

【カナダ産】　主産地であるアルバータ州中部クレモナ地区および南部レスブリッジ地区では、最低気温が氷点下を下回る日
も続きましたが、４月に入り最高気温が15℃以上になる日も出てきています。日本向け需要に大きな変化はなく、出荷は順
調に進んでいます。出荷量に大きな影響はありませんが、米国の関税の影響や、天候による物流面の課題には引き続き注意
が必要です。

スーダングラス

カリフォルニア州南部インペリアルバレーでは、最高気温が27℃～ 32℃まで
上がった日が続き、播種に適した地温となったため、播種作業が開始されてい
ます。依然として相場低迷が続いており、生産農家の作付け意欲も高くありま
せんが、一部の輸出業者が保持していた2022年産や2023年産の旧穀在庫を解
消しつつあるため、2025年産の作付面積は、2024年産に比べてほぼ同程度か、
若干の増加が見込まれています。灌漑局の発表によると、2025年４月1日時
点でのスーダングラスの作付面積は8,838エーカーとなっており、前年同期の
4,366エーカーから増加しています。

クレイングラス

クレインは全酪連の登録商標です。
灌漑局の発表によると、2025年3月15日時点でのクレイングラスの作付面積は22,843エーカーとなっており、前年同期の
21,438エーカーから増加しています。25年の生産については圃場で水入れが開始されており、１番刈の収穫は４月下旬か
ら本格化する見込みです。昨年より実施されたDIP（休耕地政策）について、25年でも実施の見通しで、８月１日以降に45
日／ 60日のプログラムに入ると予想されています。

バミューダ
カリフォルニア州南部インペリアルバレーでは、2025年産の生産に向けて圃場へ水入れを開始している生産者も見られます。
本格的な１番刈の生産は４月中下旬ごろから開始される予定です。灌漑局の発表によると、2025年３月15日時点での作付
面積は76,576エーカーとなっており、前年同期の65,715エーカーから増加しています。

ストロー類
主に、ストローの作付は種子生産が中心となるため、種苗会社からの需要に応じて調整されますが、主産地であるオレゴン
州の2025年産のフェスキューの作付面積は10%減少し、ライグラスは例年並～微増と予想されています。

豪州産
オーツヘイ・
ウィートストロー

豪州では2025年産の播種に向け、輸出業者と生産農家の契約協議が開始されて
います。２月に引き続き、３月に入っても全豪全体で乾燥した気候が続いてお
り、土壌水分も低下しています。下図は、豪州の気象庁による４月の降水量予
測ですが、西豪州や南豪州では10mm以下の少ない降水量になることが予測さ
れています。播種時期に降雨が少ないとその後の生育に影響を与えることから
今後の動向を注視する必要があります。

◀︎ 25年産
　 アルファルファ
　 1番刈圃場の様子
　 （３月下旬撮影）

インペリアルバレー 
スーダングラス作付面積推移（単位：エーカー）

出典：
　�The Australian 

Bureau of 
Meteorologyより

　�25年４月の
　降水量予測
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サマーリリーフ2025
牛の健康と酪農経営を支える暑熱対策

『暑熱対策で牛の健康と経営を守ること』を合言葉に
暑熱期の牛の健康と生産性に徹底的に向き合い、
今年の夏はうまく乗り切れた！と言っていただける生産者を
1戸でも多く増やすことをゴールとする取組みです。

全酪連ミルクサポートプロジェクト

本会の事業方針
本会は生産性の

持続的な向上に貢献する
高品質な製品を供給すること、
そして多様な生産現場に対応できる

体制を構築することを
目指しています

目　標
生産者と牛を守るための
行動指標を最重要視し、
１戸でも多くの生産者に
「夏を乗り切れた」と
言っていただけることを
全ての行動の源泉とします

実施内容
生産者の皆様との対話や、
関連研修会の開催を通して
飼養管理面、施設環境面

などからの
ご提案をさせて頂きます

プロジェクトが目指す姿プロジェクトが目指す姿

全酪連

重曹シリーズ

暑熱期におけるルーメン環境の維持だけでなく、
飼料中のDCAD調整による乳量・乳質の維持も
重曹の重要な役割です。

寒暖差が大きい春先から給与をはじめて
暑熱シーズンの良いスタートを切りましょう

ゼンラク重曹
Mタイプ

重曹99%以上

重曹ペレット
Pタイプ
重曹60%

デーリィMGソーダ
Pタイプ

重曹60%＋酸マグ13%

全酪連による暑熱対策製品群

お問い合わせは　　最寄りの全酪連支所まで
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●西日本酪農青年女性会議
　〒532-0011　大阪市淀川区西中島5-14-10 
　新大阪トヨタビル６階 全酪連大阪支所内
　TEL 06-6305-4196
●九州酪農青年女性会議
　〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-2-15
　事務機ビル7階 全酪連福岡支所内
　TEL 092-431-8111

●北海道酪農青年女性会議
　〒060-0003　札幌市中央区北3条西7丁目1
　酪農センター5階 全酪連札幌支所内
　TEL 011-241-０７６５
●東北酪農青年女性会議
　〒980-0014　宮城県仙台市青葉区本町
　2丁目10番28号 カメイ仙台グリーンシティ8階
　TEL 022-221-5381

●関東甲信越酪農青年女性会議
　〒151-0053　東京都渋谷区代々木1-37-2
　酪農会館 全酪連東京支所内
　TEL 03-5931-8011
●中部酪農青年女性会議
　〒460-0008　名古屋市中区栄1-16-6
　名古屋三蔵ビル3階 全酪連名古屋支所内
　TEL 052-209-5611

提
出
先
一
覧

作品募集のお知らせ

❶ 募集規定
⑴酪農を中心とした題材の図画（大きさ、技法は自由）
⑵自作で未発表のものに限ります。
⑶作品には、題名・住所・氏名・振り仮名・年齢・学校名・学年・
保護者名を必ず記載してください。また、酪農家の子弟
については保護者の所属組合名を記載してください。
⑷作品返却を希望される方は応募時に返却希望の旨を
申し出てください。

❷ 応募資格
４歳から中学生までの酪農家の子弟、および酪農に関心
のある一般のお子さん。

❸ 締 切 日
令和7年５月30日（金）（必着）
または、各地域会議締切日に準ずる。

❹ 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性会議事務局
宛に提出してください。

主催：全国酪農青年女性会議

らくのう
こどもギャラリー

❺ 提 出 先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性会議事務局
宛に提出してください。または、全国酪農青年女性会議
公式LINEでも応募可能
予定です。
詳細は決まり次第、
全国酪農青年女性会議
公式L I N Eで告知し
ます。
❻ 審査方法
応募作品を「第52回全国酪農青年女性酪農発表大会」
の会場内に掲載し、大会参加者の投票による審査を
行います。
※応募多数の場合は事務局による予備審査を行います。
❼ 審査結果の発表
⑴「第52回全国酪農青年女性酪農発表大会」にて発表します。
⑵｢全酪連会報」の表紙に使用します。（号数未定）
❽ 褒　　賞
•特　選　　１点　
•入　選　　若干　
◎入賞者には賞品を贈呈いたします。
◎提出していただいた作品の返却はいたしません。
◎応募していただいた作品は、全酪連会報およびカレ
ンダーへの掲載を含め、今後各地での牛乳消費拡大
活動（「父の日に牛乳を贈ろう！」キャンペーン含む）等
で使用することがありますのでご了承ください。

❺ 審査結果の発表
「第52回全国酪農青年女性酪農発表大会」の発表要旨、
および全酪連会報７月号に審査結果を掲載いたします。

❻ 褒　　賞
•特　選 　　　 １点　　
•入　選 　　　 ４点
•秀　作 　　　 若干
•ファミリー賞  若干
　(牛とのふれあいなど、ほのぼのとした雰囲気を持つ作品に
贈られます）

•あすなろ賞     若干
　（小学校入学以前の方の優秀作品に贈られます）
◎入賞者には記念品を贈呈いたします。
◎図画の優秀作品は、作者の顔写真・審査講評と共に「全酪
連会報」の最終ページに掲載します。

第50回 特選
「元気な牛」
菊地遥空さん

@642bpcwk

酪農青年女性会議
公式LINE

第51回
　全国酪農青年女性会議では、酪農家の生活や牛乳の
生産現場をより鮮明に消費者に伝えていくことを目的
に、「酪農いきいきフォトコンテスト」を実施します。
　つきましては､下記のとおり作品を募集しますので､
ふるってご応募いただきますようお願いいたします。

酪農いきいき
フォトコンテスト

❶ テ ー マ
⑴「乳牛のいる風景」
⑵「酪農作業風景」
※いずれも、酪農家がいきいきと牛乳生産に励む様子
や、安心安全な牛乳生産のため懸命に仕事に取り組む
姿勢が感じられるようなもの。
❷ 募集規定
⑴写真は可能な限りデータで提出してください。
⑵自作で未発表のものに限ります。
⑶作品には、題名･氏名･振り仮名･住所･所属組合名を
必ず記載してください。

第14回 特選 ｢おうちへ 帰ろう｣
茂木幹司氏 撮影

⑷応募点数：お１人様１作品のみ
❸ 応募資格　
酪農家
❹ 締 切 日 　
令和7年6月30日（月）(必着）　
または、各地域会議締切日に
準ずる。

第15回
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主催  全国酪農青年女性会議/全国酪農業協同組合連合会

全国酪農青年女性会議 〒151-0053　東京都渋谷区代々木一丁目 37番２号 酪農会館
全酪連 総務部 組織対策課 内 / TEL. 03-5931-8003大会事務局

● アクセス

1名 5,000円（大会のみ）7月17日 木

7月18日 金

1名 15,000円（大会・懇親会）
※宿泊につきましては、各地域会議事務局にお問い合わせください。

 9 :00～ 　特別講演
10:20～11:40　審査講評・表彰式
11:40～11:50　閉会式　

13:00～13:50　開会式
13:55～16:15　酪農経営発表
16:15～16:25　らくのうこどもギャラリー表彰式
16:40～18:15　酪農意見・体験発表
19:30～21:30　懇親会 ●鉄道の場合

JR岡山駅2階からホテル直結。
中央改札口から徒歩1分。
●車の場合
山陽自動車道 岡山ICから
約25分。
●飛行機でお越しの場合
岡山桃太郎空港より車で
約30分。

● 会場
「ホテルグランヴィア岡山」
〒700-8515 
岡山市北区駅元町１-５
Tel 086-234-7000

全国酪農青年女性
酪農発表大会
全国酪農青年女性
酪農発表大会 令和7年

7/17木
18金日　程 大会参加費

大会会場・アクセス

第

回
52

in
岡山

▲岡山桃太郎空港（山陽自動車道 岡山IC）方面

至早島I.C
至広島

至高梁

至大阪

至姫路

山陽自動車道

岡
山
駅

髙島屋

岡山I.C

OPA
岡山県庁
岡山城
後楽園

岡山大学

護国神社

ホテル
グランヴィア岡山

ヨーグルトマニア　（一社）ヨグネット 代表理事 向井 智香 氏
むか    い ち      か

　　　　　 土着的な乳の保存手段として数千年の歴史を持つ発酵乳ですが、日本の食文化に本格的に取り入れられたのはここ数十年
のこと。商品の付加価値として工業的に取り入れられた側面が強く、菌の働きによる健康面へのアプローチが市場を賑わせています。
本講演ではヨーグルトが日本の食文化として成熟する上で重要な要素として取り扱われるべき「乳」と「クラフトマンシップ」に焦点
を当て、消費者とともに日本の農の未来を作る食の在り方について考察します。

　　　　　　 SNSで3,100種類超のヨーグルトをレビュー
するヨーグルトマニア。全国の牧場・乳業メーカーを巡って独自
に収集した情報をもとに、ヨーグルトにおける「乳」の魅力発信に
力を注ぐ。
2022年『ヨーグルトの本』（エムディーエヌコーポレーション）著。
2023年 一般社団法人ヨグネット設立。

プロフィール

特別講演

講演内容
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INFORMATION

令和７年５月 1 日現在乳牛産地情報乳牛産地情報
価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

北海道北海道

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧 路 事 務 所　TEL 0154-52-1232
根室駐在員事務所　TEL 01537-6-1877
帯 広 事 務 所　TEL 0155-37-6051
道 北 事 務 所　TEL 01654-2-2368

令和７年5月10日発行（毎月1回10日発行）

全酪連会報　5月号　No.716

●編集・発行人　飯島洋一
●発行　全国酪農業協同組合連合会
　　　　�〒151-0053　東京都渋谷区代々木一丁目37番２号 酪農会館
　　　　TEL 03-5931-8003　https://www.zenrakuren.or.jp/

●�今年のゴールデンウィークは、いかがお過ごし
でしたでしょうか？酪農家の皆様は牧草地や�
自給飼料畑での作業も本格化する季節ですね。�
今年も暑くなりそうです。熱中症対策、紫外線
対策は忘れずにしてください。
●�５月病にはならないよう、リフレッシュして�
乗り切りましょう！
�●会報に関するご意見・ご要望等があれば、
　�以下のアドレスにメールをいただければ幸いです。
　�shidoukikaku@zenrakuren.or.jp

今月の表紙は「第14回酪農い
きいきフォトコンテスト」に応
募いただいた作品「真剣な眼差
し」（佐賀県 古川真弓氏 撮影）
です。

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） 28〜38 札幌管内の4月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計で102.5％、苫小牧管内月計で99.1％
の実績となっております。5月の初妊牛動向といたしまして、7月下旬～ 8月中旬の分娩中心となり
ます。夏分娩中心の取引となることから、価格は軟調に推移すると予想されます。腹別の資源状況につ
いては、雌雄選別・F1腹共に確保できる状況です。育成牛について、春分娩が期待できる個体は、自家
保留する動きがあり相場は先月同様、横這いに推移するものと予想されます。当管内での庭先購買に
つきましては、高能力牛が多い地域でもあることから、優良血統や高能力牛のご案内が可能です。

初　妊　牛 56〜66

経　産　牛 40〜50

釧路管内

育成牛（10-12月令） 30〜40 根釧管内の4月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で103.5％、中標津管内月計で
101.9％の実績となっております。5月の初妊牛動向といたしまして、7月下旬～ 8月中旬の分娩
中心となります。初妊牛に関しては、需要が落ち込む夏分娩への移行により、価格は軟調に推移する
ものと見込まれます。腹別の価格としましては、F1腹の引き合いが強いことから、F1腹はやや堅
調、雌雄選別腹や和牛受精卵移植腹は軟調な動きで推移するものと思われます。一方道内において
は、即戦力となる経産牛の人気が高く、先月に引き続き高値横這いで推移することが見込まれます。

初　妊　牛 55〜65

経　産　牛 38〜48

帯広管内

育成牛（10-12月令） 32〜42 帯広管内の4月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で103.9％の実績となっております。5月の初妊牛動向とい
たしまして、7月下旬～ 8月中旬の分娩が中心となります。需要が落ち込む夏分娩中心の資源が取引されることから、価格は
やや軟調に推移すると見込まれます。腹別の資源状況について、雌雄選別・F1腹共に確保できる状況です。経産牛に関して、
産歴の少ない中クラス以上は道内での引き合いが特に強く、夏分娩の時期に差し掛かるものの、相場は横這いで推移すると
見込まれます。育成牛に関しましては、来春分娩となる生まれ月の育成牛は依然として人気があることに加え、資源の減少に
より、夏生まれの育成牛についても引き合いがあることから、相場は先月同様で横這いに推移されると見込まれます。

初　妊　牛 56〜66

経　産　牛 45〜55

道北管内

育成牛（10-12月令） 30〜40 道北管内の4月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で98.8％、北見管内月計で102.1％の実績となっておりま
す。5月の初妊牛動向といたしまして、7月中旬～ 8月の分娩が中心となります。春分娩牛も上場が少なくなり夏分娩に
切り替わっていきますが乳価の値上げもあることから、需要の増加は見込まれます。そのため全体的に相場は横這いに推
移するものと考えらまれます。腹別の資源につきましては雌雄選別・F1腹共に十分に確保できる状態であります。育成牛
は来春分娩が対象になる牛が多いことから、保留される牛も多く、相場は横這いで推移するものと見込まれます。経産牛
については前回のホクレン乳価の発表後、需要は引き続き維持されると考えらえるため横這いで動くと見込まれます。

初　妊　牛 55〜65

経　産　牛 38〜48

道内総括

育成牛（10-12月令） 32〜42 道内の4月中旬までの生乳生産量前年比は102.3％の実績となっております。5月の初妊牛動向といたしま
して、夏分娩に移行し需要が落ち込む時期となるため、価格は軟調に推移すると見込まれています。腹別の資
源状況としましては、雌雄選別腹、F1腹共に確保ができる状況です。経産牛に関しましては、即戦力としての
需要が高くなり横這いで推移すると思われます。夏からの乳価改定による導入意欲回復も見込まれるため、価
格動向には注視しながら資源確保に向けて動いて参ります。このような状況下でありますので、資源確保のた
めの導入計画がございましたら、お早めに弊会担当者までご注文を頂きますようお願いいたします。

初　妊　牛 55〜65

経　産　牛 40〜50

お詫びと訂正
　本紙４月号（No.715）14 ページに掲載しました名古屋支所発トピックス『「第 52 回中部酪農青年女性酪農発表大会」開催』のお写真のキャプションに
誤りがありましたので、謹んでお詫び申し上げますとともに、訂正いたします。

＜誤＞　村上悦史さん（意見体験の部）　　　→

　

　　＜正＞　村岡悦史さん（意見体験の部）



※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第50回らくのうこどもギャラリー」
で全国255点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。

主催　全国酪農青年女性会議

今月の

入賞作品紹介

今月の入賞作品は…
認定こども園北陽幼稚園・第２北陽保育園 5歳（北海道）髙城葵さんの
作品です。
水彩で描かれた青空を背景に、クレヨンを使って強く黒く描かれた牛さんが堂々
とした存在感でこちらを向いています。足元の干草や土の表現が色の層となって
画面を彩っています。題名どおり、「かっこいい牛さん」に描けましたね。

かっこいい牛
認定こども園北陽幼稚園・第２北陽保育園 5歳 （北海道）　髙城葵


